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一
、
は
 
じ
 
め
 
に
 
 

納
税
道
義
が
理
想
の
段
階
に
到
達
し
て
い
れ
ば
、
租
税
債
務
は
任
意
に
履
行
さ
れ
、
租
税
強
制
執
行
制
度
の
存
在
理
由
は
、
な
く
な
る
 
 

と
田
芸
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
非
現
実
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
滞
納
発
生
が
皆
嶺
の
国
は
、
ま
さ
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
多
く
の
国
は
、
▼
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
租
税
債
権
に
対
し
て
、
自
力
執
行
権
を
付
与
し
、
ま
た
、
一
般
的
優
先
権
を
承
 
 

（
1
）
 
 

認
し
て
小
る
。
文
部
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
ア
」
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
㌃
、
フ
ラ
ン
ス
、
畠
ド
イ
ツ
な
ど
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
 
 

（
2
）
 
 

も
、
租
税
債
権
の
優
先
性
が
認
め
ら
れ
て
い
か
な
ど
、
租
税
債
橡
の
優
先
性
は
」
広
く
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

わ
が
国
も
、
近
代
的
な
租
職
制
度
を
瀕
潤
し
た
時
以
来
∵
こ
の
二
つ
の
原
則
を
守
っ
て
き
て
い
る
。
 
 
 

わ
が
国
の
租
税
優
先
権
は
、
・
由
治
維
新
後
の
徴
収
に
関
す
る
諸
法
令
監
明
芽
を
鬼
、
経
済
的
・
政
治
的
基
盤
の
推
移
と
と
も
に
変
容
し
 
 

な
が
ら
、
明
巻
二
〇
年
に
国
税
徴
収
法
が
制
定
さ
れ
」
昭
和
三
周
年
に
全
面
改
正
（
昭
和
≡
四
年
法
律
第
一
四
七
号
）
さ
れ
た
。
そ
の
 
 

間
、
昭
和
三
二
年
紅
涙
、
「
滞
納
処
分
と
偲
制
執
宥
等
と
 

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
前
程
と
な
る
経
済
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
一
般
国
民
の
私
法
上
の
法
律
関
係
に
与
え
る
影
響
を
最
少
限
度
に
 
 

（
3
）
 
 

と
ど
め
つ
つ
、
租
税
徴
収
確
保
の
要
請
と
の
調
整
を
図
る
た
め
、
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
法
の
認
 
 

（
4
）
 
 

め
る
優
先
権
は
強
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
今
な
お
あ
り
」
そ
の
批
判
は
「
租
税
債
権
の
破
産
法
上
の
取
り
扱
い
が
問
題
と
 
 

（
5
）
 
 

な
っ
た
時
な
ど
に
、
特
別
扱
い
を
で
き
る
だ
け
否
定
し
よ
う
と
す
る
態
度
と
し
て
、
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
期
限
喪
失
特
約
付
私
債
権
 
 

（
6
）
 
 

と
差
押
え
と
の
関
係
に
係
る
判
例
学
説
の
動
向
も
、
基
盤
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
、
い
え
よ
う
。
 
 
 

最
近
、
破
産
財
団
の
予
納
法
人
税
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
は
、
そ
の
財
団
債
権
性
を
制
約
す
る
注
目
す
べ
き
判
断
（
以
 
 

≡
 
 
 



四
 
 
 

下
、
「
昭
和
六
二
年
長
高
裁
判
決
」
と
略
す
。
）
を
、
昭
和
六
二
年
四
月
二
一
日
に
示
し
た
（
昭
和
五
九
年
《
行
ツ
》
第
三
三
三
号
、
民
集
 
 

四
一
巻
三
号
三
二
九
頁
、
判
例
時
報
一
二
三
六
号
四
三
貢
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
三
九
号
一
〇
七
頁
、
訟
務
月
報
三
三
巻
一
〇
号
二
五
八
八
 
 

（
7
）
 
 

貢
）
。
 
 
 本

稿
で
は
、
租
税
債
権
の
優
先
性
に
つ
い
て
序
論
を
の
べ
、
あ
わ
せ
て
こ
の
判
決
を
研
究
す
る
。
今
後
、
租
税
債
権
の
優
先
性
に
つ
い
 
 

て
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 
 

（
1
）
 
佐
上
武
弘
「
租
税
優
先
権
の
沿
革
と
外
国
制
度
」
法
律
時
報
二
九
巻
九
号
四
三
貢
、
膏
国
二
郎
”
荒
井
勇
‖
志
場
善
徳
郎
共
編
「
国
税
徴
収
法
 
 

精
解
」
 
（
以
下
「
精
解
」
と
略
。
）
四
貢
（
第
一
〇
仮
に
よ
る
。
）
 
 

（
2
）
 
村
井
正
「
租
税
債
権
と
私
債
権
 
－
 
租
税
債
権
の
優
先
性
を
中
心
に
1
」
租
税
法
研
究
第
一
五
号
四
頁
。
 
 
 

（
3
）
 
精
解
第
一
章
。
 
 
 

（
4
）
 
た
と
え
ば
、
谷
口
安
平
「
判
例
か
ら
み
た
滞
納
処
分
と
民
事
執
行
・
倒
産
手
続
」
租
税
法
研
究
一
五
号
所
収
。
 
 
 

（
5
）
 
山
田
二
郎
「
租
税
債
権
の
倒
産
法
上
の
取
扱
い
」
新
実
務
民
事
訴
訟
法
講
座
〓
二
巻
二
六
五
玄
以
下
。
と
く
賢
一
七
一
頁
。
 
 
 

（
6
）
 
参
考
文
献
は
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
る
。
た
と
え
ば
、
租
税
判
例
官
選
第
二
版
一
八
八
貢
の
小
林
資
郎
評
釈
。
 
 
 

（
7
）
 
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
水
野
忠
恒
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
〇
四
号
一
二
四
雫
鈴
木
宏
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
昭
和
六
二
年
度
重
要
判
例
解
説
一
三
六
貢
、
 
 

杉
本
正
樹
・
税
務
弘
報
三
五
巻
〓
二
号
二
七
五
頁
、
武
田
昌
輔
・
判
例
時
報
二
云
六
号
一
八
四
頁
、
四
官
章
夫
・
民
商
法
雑
誌
九
八
巻
一
号
一
 
 

三
〇
貰
お
よ
び
税
務
事
例
一
九
巻
一
〇
号
二
四
貢
が
あ
る
。
 
 

こ
の
ほ
か
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
三
九
号
一
〇
七
貢
、
－
判
例
時
報
一
二
三
六
号
四
三
頁
、
お
よ
び
訟
務
月
報
二
≡
巻
一
〇
号
二
五
入
入
貢
の
各
解
 
 

説
。
 
 
 



H
 
租
税
債
権
の
優
先
 
 

旧
国
税
徴
収
法
に
お
い
て
は
、
国
税
は
す
べ
て
の
公
課
お
よ
び
私
債
権
に
優
先
し
て
徴
収
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
質
権
ま
た
は
抵
当
 
 

権
が
国
税
の
法
定
納
期
限
よ
り
一
年
前
に
設
定
さ
れ
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
れ
ら
に
劣
後
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
（
旧
法
二
条
一
項
、
 
 

（
8
）
 
 

三
条
）
。
こ
う
し
た
救
い
に
つ
い
て
、
私
法
学
者
の
批
判
が
強
か
っ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
経
済
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
 
 

ト
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
く
、
∧
ま
た
「
行
政
の
妙
」
に
よ
っ
七
さ
し
た
る
支
障
も
な
く
運
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
評
価
が
、
な
さ
れ
て
い
 
 

（
9
）
 
 

る
。
 
 
 

そ
し
て
、
昭
和
三
四
年
に
全
面
改
正
さ
れ
た
現
行
の
国
税
徴
収
法
は
、
私
法
秩
序
と
の
調
整
を
囲
っ
た
。
 
 
 

第
一
は
、
近
代
担
保
制
度
が
公
示
の
原
則
に
基
づ
い
て
取
引
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
約
定
担
保
物
権
に
つ
い
て
 
 

は
、
租
税
と
の
優
先
劣
後
を
決
定
す
る
時
期
を
抵
当
権
者
又
は
質
権
者
が
具
体
的
に
租
税
の
存
在
を
知
り
う
る
時
期
と
し
た
。
つ
ま
り
、
 
 

租
税
債
権
の
予
測
可
能
性
の
理
論
を
担
保
権
の
公
示
の
原
則
と
同
視
し
て
い
る
。
先
取
特
権
や
留
置
権
、
譲
渡
担
像
や
仮
登
記
に
よ
っ
て
 
 

担
保
さ
れ
た
債
権
に
つ
い
て
も
、
約
定
担
保
物
権
の
場
合
と
同
様
の
法
理
に
よ
っ
て
調
整
が
図
ら
れ
た
。
 
 
 

第
二
は
、
滞
納
処
分
手
続
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ま
ず
、
差
押
財
産
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
抵
当
権
者
そ
の
他
の
第
三
者
の
権
利
を
 
 

尊
重
す
べ
き
こ
と
を
定
め
（
国
税
徴
収
法
四
九
条
）
、
こ
れ
ら
の
第
三
者
に
は
差
押
換
え
の
請
求
を
認
め
た
（
同
法
五
〇
条
）
。
無
担
保
債
 
 

（
1
0
）
 
権
に
つ
い
て
も
、
滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
の
手
続
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
。
 
 

五
 
 
 

二
 
租
税
債
権
の
優
先
性
 
 



六
 
 

M
姐
爪
 
エ
の
よ
う
に
、
滞
納
処
分
手
続
が
強
制
執
行
手
続
に
著
し
く
接
近
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
租
税
債
権
が
優
先
し
す
ぎ
る
 
 

と
の
意
見
が
あ
る
の
▼
が
現
状
で
あ
る
。
 
 
 

∧
8
）
 
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
「
近
代
私
法
と
租
税
の
優
先
的
効
力
」
民
法
研
究
Ⅳ
二
一
貫
以
下
。
 
 
 

（
9
）
 
前
掲
村
井
論
文
七
貢
。
 
 
 

（
1
0
）
 
田
中
二
郎
「
租
税
法
（
新
版
）
」
三
〇
七
貢
以
下
。
 
 
 

（
1
1
）
二
ニ
ケ
月
章
「
民
事
訴
訟
法
研
究
」
第
二
巻
所
収
「
強
制
執
行
と
滞
納
処
分
の
統
一
的
理
解
－
新
国
税
徴
収
法
の
評
価
と
強
制
執
行
法
の
再
検
 
 

討
」
第
二
章
ゾ
以
下
、
「
二
手
月
論
文
」
と
略
称
。
 

目
 
租
税
債
権
の
優
先
性
の
根
拠
 
 

国
税
徴
収
法
第
八
条
は
、
国
税
債
権
の
特
殊
な
性
格
を
考
慮
し
て
、
国
税
は
原
則
と
し
て
「
す
べ
て
の
公
課
そ
の
他
の
債
権
に
先
だ
っ
 
 

て
徴
収
す
る
ギ
と
、
規
定
し
て
い
る
。
国
税
債
権
に
こ
の
よ
う
な
ノ
一
般
的
な
優
先
性
が
承
認
さ
れ
た
の
は
、
租
税
が
国
家
存
立
の
財
政
 
 

的
裏
付
け
と
な
り
、
国
税
徴
収
り
確
保
に
よ
っ
て
国
家
活
動
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
国
税
債
権
が
特
殊
な
性
格
を
も
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
2
）
 
 

こ
と
が
、
考
慮
さ
れ
た
と
の
見
解
が
あ
る
。
 
 

一
方
、
昭
和
三
三
年
一
二
月
の
租
税
徴
収
制
度
調
査
会
答
申
は
、
租
税
優
先
権
の
根
拠
を
、
「
国
税
が
国
家
の
一
般
的
需
要
を
ま
か
な
 
 

ぅ
た
め
に
」
法
律
に
基
い
て
一
律
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
担
保
を
提
供
す
る
私
債
権
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
 
 

さ
ら
に
、
そ
の
徴
収
は
大
量
性
、
反
復
性
を
有
し
、
あ
ま
り
に
煩
墳
な
手
続
を
要
求
す
る
こ
と
が
は
な
は
だ
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
等
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
3
）
 
 

に
、
求
め
て
小
名
。
 
 

そ
の
租
税
徴
収
制
度
諷
査
会
に
お
い
て
、
飯
田
良
妄
員
は
、
租
税
優
先
権
の
根
拠
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 



く
 
（
1
4
）
 
そ
の
中
に
、
答
申
で
述
べ
ら
れ
た
事
項
の
他
に
、
次
の
二
つ
の
根
拠
が
あ
る
。
 
 
 

印
 
租
税
は
、
所
得
の
発
生
等
そ
の
も
の
の
基
盤
と
な
る
国
家
活
動
の
費
用
で
あ
り
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
課
税
要
件
 
 
 

の
充
足
に
よ
っ
て
成
立
し
、
所
得
の
う
ち
に
は
税
金
の
引
き
当
て
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
従
・
つ
て
「
納
税
義
務
者
と
取
引
を
し
 
 
 

ょ
ぅ
と
す
る
老
は
、
㌧
そ
わ
債
権
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
に
あ
た
ち
て
、
納
税
義
務
者
の
納
付
す
べ
き
担
保
を
睦
除
し
た
彼
の
残
余
の
 
 
 

資
産
か
ら
の
み
、
そ
の
債
権
の
満
足
を
受
け
る
こ
せ
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
租
税
は
、
諸
法
律
秩
序
維
持
の
経
済
的
基
礎
を
形
追
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
債
権
に
対
し
て
ほ
、
そ
の
債
権
の
確
保
等
の
 
 
 

利
益
を
享
受
さ
せ
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
共
益
費
用
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
担
保
物
権
制
度
自
体
の
維
持
に
つ
い
て
も
、
言
い
う
 
 
 

る
。
 
 

の
二
点
．
で
あ
る
ひ
租
税
が
他
の
私
債
権
の
基
礎
を
形
造
っ
て
い
る
こ
と
を
、
強
調
し
た
も
の
と
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
最
高
裁
大
法
廷
昭
和
≡
五
年
一
三
片
∵
一
日
判
決
（
民
集
一
国
巻
三
一
四
〇
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
租
税
の
健
 
 

一
（
1
5
）
 
 

先
徴
収
の
規
定
成
合
憲
で
あ
る
と
し
た
。
 
 
 

「
国
家
活
動
を
営
む
に
当
た
っ
て
必
要
な
財
力
は
、
こ
れ
を
租
税
と
し
て
広
く
国
家
の
構
成
員
た
る
国
民
か
ら
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
 
 
 

と
共
に
、
右
租
税
収
入
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
、
国
家
の
財
政
的
基
礎
を
保
持
し
国
家
活
動
の
運
営
を
全
か
ら
し
め
る
上
に
極
め
て
緊
 
 
 

要
な
も
の
で
あ
」
る
。
 
 

（
1
6
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
簡
単
に
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
租
税
優
先
権
・
の
理
論
的
根
拠
ほ
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
挙
げ
 
 

て
み
る
と
、
S
租
税
徴
収
の
広
汎
性
、
＼
0
0
国
り
財
政
的
基
礎
の
保
持
、
㈹
租
税
債
権
成
立
の
非
選
択
性
、
目
煩
墳
な
手
続
の
回
避
等
で
あ
 
 

る
。
さ
ち
に
、
．
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
、
′
財
産
権
の
制
度
的
、
一
′
般
的
保
障
に
帰
着
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
財
産
権
の
保
障
 
 

七
 
 
 



⇔
 
租
税
債
権
の
共
益
性
 
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
租
税
債
権
は
、
国
家
活
動
の
基
礎
と
な
る
財
政
収
入
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
諸
法
律
秩
序
（
組
 
 

保
物
権
制
度
を
含
む
。
）
の
経
済
的
基
礎
を
、
租
税
債
権
は
、
構
成
し
、
他
の
債
権
の
確
保
等
の
利
益
を
享
受
さ
せ
る
た
め
、
最
も
基
本
 
 

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
目
に
見
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
 
 
 

と
り
わ
け
実
務
的
に
は
、
い
ず
れ
も
最
後
の
段
階
と
な
っ
た
滞
納
処
分
手
続
と
破
産
手
続
と
が
競
合
す
る
ケ
ー
ス
が
、
存
在
す
る
。
そ
 
 

ぅ
し
た
場
合
、
管
財
人
の
迅
速
な
財
産
確
保
が
難
し
い
こ
と
等
か
ら
国
が
代
り
に
差
し
押
え
る
ケ
ー
ス
が
、
〉
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 
 

租
税
当
局
が
管
財
人
と
必
ず
し
も
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
ほ
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
破
産
財
団
の
財
産
を
換
価
す
る
こ
と
ほ
、
破
産
債
権
者
打
た
め
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
課
さ
れ
る
租
税
債
権
 
 
 

八
 
 
 

と
い
う
こ
と
は
、
人
に
よ
っ
て
見
解
の
相
異
が
意
外
に
大
き
い
。
 
 

（
1
6
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
の
考
え
方
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
租
税
債
権
の
優
先
性
が
、
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
結
 
 

果
で
あ
そ
」
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
共
通
し
て
流
れ
る
も
の
は
、
共
益
性
で
あ
る
が
、
歴
史
的
な
経
緯
を
振
り
返
る
こ
 
 

と
も
大
事
で
あ
る
。
 
 
 

（   ′′■＼   （    （    （  

1615141312   
）    ）    ）    ）    ）  

精
解
二
七
三
貢
。
 
 

同
答
申
序
Ⅰ
租
税
徴
収
の
確
保
参
照
。
 
 

精
解
l
一
七
六
～
二
七
八
貢
。
 
 

評
釈
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
和
田
英
夫
・
租
税
判
例
官
選
一
七
八
頁
。
 
 

前
掲
村
井
論
文
五
頁
。
外
国
の
学
説
等
に
関
し
て
も
、
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 



は
、
財
団
と
し
て
負
担
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
固
定
資
産
税
と
換
価
に
よ
っ
て
発
生
す
る
予
納
法
人
税
と
の
間
に
、
破
産
債
権
者
に
と
 
 

っ
て
の
共
益
性
に
は
、
何
ら
差
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
支
出
し
な
け
れ
ば
、
ど
の
債
権
者
も
債
権
の
確
保
が
で
き
な
 
 

い
点
は
同
じ
で
あ
る
。
 
 

破
産
法
四
七
条
二
号
に
お
い
て
、
租
税
債
権
の
財
団
債
権
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
後
迫
の
よ
う
に
租
税
債
権
の
共
益
性
が
高
く
 
 

評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
租
税
債
権
の
共
益
性
が
再
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
租
税
に
よ
っ
て
園
の
制
度
が
維
持
さ
れ
、
私
債
椿
も
 
 

確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
ほ
近
代
の
租
税
が
市
民
社
会
の
会
費
で
あ
る
こ
と
と
、
反
す
る
こ
 
 

と
は
な
い
と
考
え
る
。
会
費
で
あ
れ
ば
、
負
担
す
る
の
が
当
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
会
費
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
手
取
り
が
少
な
い
と
 
 

言
い
、
〓
力
で
財
産
収
儀
を
国
に
委
ね
る
の
は
、
首
尾
一
貫
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

三
 
破
産
法
と
租
税
債
権
 
 
 

H
 
序
 
 

企
業
が
倒
産
し
た
場
合
、
広
範
囲
に
わ
た
る
債
権
者
の
救
済
、
倒
産
者
の
保
琴
再
建
、
強
制
執
行
等
、
極
め
て
複
雑
多
岐
で
切
迫
し
 
 

た
問
題
が
生
じ
、
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
倒
産
に
伴
う
混
乱
と
不
公
平
な
事
態
と
を
回
避
す
る
こ
と
 
 

は
、
法
治
国
家
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。
 
 

租
税
は
、
納
税
者
と
密
接
に
連
な
り
、
複
雑
広
域
化
し
て
い
く
企
業
活
動
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
が
倒
産
し
 
 

た
り
行
き
づ
ま
っ
た
場
合
、
租
税
も
必
然
的
に
影
響
を
受
け
、
難
し
い
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
、
最
近
特
に
多
 
 

九
 
 
 



一
〇
 
 

く
な
っ
 

破
産
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
三
年
（
大
牢
一
二
年
）
破
産
法
お
よ
び
、
和
議
法
が
制
定
さ
れ
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
免
責
復
 
 

権
の
埜
疋
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
商
法
の
中
に
会
社
の
整
理
・
特
別
清
算
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
 
 

一
九
五
二
年
に
ほ
会
社
更
生
法
が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）
会
社
更
生
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
は
、
国
税
徴
収
法
の
制
定
と
そ
の
全
面
改
正
、
滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
 
 

す
る
法
律
の
制
定
、
さ
ら
に
は
国
税
通
則
法
の
制
定
が
、
行
わ
れ
、
経
済
社
会
の
進
展
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
強
制
執
行
法
の
サ
 
 

（
1
7
）
 
 

イ
ド
で
は
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
経
済
社
会
に
迅
速
的
に
対
応
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
 
 
 

（
け
）
 
三
ケ
月
論
文
ニ
ー
一
貫
～
二
一
八
頁
。
 
 

目
 
破
産
法
四
七
条
二
号
 
 
 

1
⊥
止
法
理
由
 
 

破
産
法
四
七
条
二
号
に
つ
い
て
、
立
法
理
由
書
は
「
破
産
者
の
負
也
に
帰
す
る
一
切
の
公
租
公
課
を
包
含
す
唯
破
産
宣
告
後
の
原
因
に
 
 

基
つ
く
公
租
公
課
に
し
て
破
産
財
団
に
関
せ
さ
る
も
の
を
除
外
し
た
る
ほ
当
然
な
り
」
 
（
大
正
一
一
年
司
法
省
「
改
正
破
産
法
理
由
附
和
 
 

議
法
理
由
」
土
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
り
こ
と
ほ
、
租
税
債
権
は
破
産
宣
告
の
前
後
を
問
わ
ず
に
原
則
と
し
て
、
財
団
債
権
と
考
え
、
 
 

（
7
8
）
 
 

財
団
に
関
係
な
い
租
税
を
除
外
す
る
だ
け
の
意
味
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
是
等
は
公
法
上
の
必
要
よ
り
一
 
 

（
1
9
）
 
 

層
強
き
権
利
と
す
る
の
が
普
を
得
る
と
認
め
て
財
団
債
権
と
し
た
。
」
も
の
と
解
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ
る
。
 
 

す
な
わ
ち
、
破
産
法
の
解
釈
適
用
に
あ
た
っ
て
、
租
税
債
権
は
破
産
宣
告
の
肝
後
を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
財
団
債
権
で
あ
る
と
す
る
立
 
 
 



法
老
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
1
8
）
 
た
と
え
ば
、
木
村
弘
之
亮
・
判
例
時
報
一
〇
九
四
号
一
七
一
貫
。
（
以
下
「
木
村
評
釈
」
と
略
）
 
 
 

（
1
9
）
 
（
注
1
8
）
に
同
じ
。
 
 

2
 
破
産
法
四
七
姦
二
号
本
文
の
h
概
意
 
 
 

本
文
の
「
国
税
徴
収
法
又
ハ
国
税
徴
収
ノ
例
二
依
り
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
卑
語
求
権
」
と
は
、
立
法
者
の
意
思
に
従
い
、
総
て
の
国
 
 

税
、
地
方
税
及
び
公
課
に
つ
い
て
、
包
括
的
な
財
団
債
権
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
J
。
そ
の
方
が
条
文
の
表
現
上
も
素
直
で
あ
る
。
 
 
 

思
う
に
、
債
務
者
の
履
行
遅
滞
が
生
じ
て
強
制
履
行
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、
租
税
公
課
の
公
益
的
性
格
か
ら
、
公
法
上
債
 
 

務
者
の
総
財
産
に
つ
い
て
、
私
法
上
の
債
権
に
優
先
し
て
弁
済
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
破
産
手
鏡
に
お
い
て
も
、
そ
の
優
越
的
地
 
 

位
を
失
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
ゾ
租
税
公
課
の
公
益
性
の
程
度
で
優
先
性
を
区
分
す
る
根
拠
も
な
い
。
 

‥
l
ま
た
、
租
税
に
よ
っ
て
国
の
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
私
債
権
も
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
′
私
債
権
も
利
益
 
 

を
享
受
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
代
の
租
税
が
市
民
社
会
の
会
費
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
租
税
債
権
は
何
も
の
に
も
増
し
 
 

て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
費
用
は
、
破
産
手
続
に
お
い
て
も
、
破
産
財
団
管
理
上
当
然
に
支
出
を
要
す
る
も
の
で
あ
 
 

り
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
同
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
租
税
債
権
は
原
則
と
し
て
、
そ
れ
を
支
出
し
な
け
れ
ば
、
ど
の
債
権
者
も
自
己
の
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
 
 

な
い
も
の
で
あ
り
、
全
体
上
し
て
利
益
を
享
受
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
租
税
債
権
も
原
則
と
し
て
ヾ
破
産
債
権
者
の
共
同
の
利
用
の
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
破
産
 
 

上
の
近
時
の
通
説
が
主
張
す
る
「
主
と
し
て
破
産
手
続
遂
行
上
不
可
欠
の
費
用
∵
と
く
に
破
産
財
団
の
管
理
・
保
存
・
処
分
に
関
す
る
費
 
 

一
一
 
 
 



一
二
 
 

（
2
0
）
 
 

用
で
あ
っ
て
、
総
債
権
者
の
共
益
費
用
と
い
う
財
団
債
権
の
特
徴
を
、
具
備
し
て
い
る
と
、
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

（
2
0
）
 
た
と
え
ば
、
飯
倉
一
郎
・
判
例
時
報
一
一
〇
八
号
一
六
三
～
一
六
四
貢
。
（
以
下
「
飯
倉
評
釈
」
と
略
）
 
 

3
 
破
産
法
四
七
条
二
号
但
書
の
概
意
 
 
 

前
項
で
は
、
立
法
当
事
者
は
、
総
て
の
国
税
、
地
方
税
及
び
公
課
に
つ
い
て
、
租
税
公
課
の
有
す
る
公
益
的
性
格
に
鑑
み
包
括
的
に
財
 
 

団
債
権
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
、
述
べ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
二
号
但
書
は
、
破
産
宣
告
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
財
団
債
権
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
制
限
を
加
え
て
い
る
。
 
 

考
え
る
に
、
破
産
者
は
、
破
産
宣
告
後
に
お
い
て
も
、
破
産
財
団
を
難
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
独
自
の
行
為
能
力
を
失
う
わ
け
で
ほ
な
 
 

く
、
破
産
者
の
行
為
か
ら
自
由
財
産
等
が
生
じ
、
そ
の
自
由
財
産
等
に
つ
い
て
納
税
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
ら
の
租
税
 
 

を
破
産
財
団
に
負
垣
さ
せ
る
こ
と
は
、
破
産
債
権
者
に
不
当
な
不
利
益
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
】
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
団
債
権
の
範
 
 

（
n
）
 
 

囲
が
制
約
き
れ
た
と
解
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
租
税
は
、
破
産
財
団
に
と
っ
て
共
益
的
な
も
の
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
 
 

（
2
2
）
 
 

る
。
 
 
 

ま
た
、
破
産
宣
告
後
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
ず
る
租
税
が
財
団
債
権
と
な
る
た
め
に
ほ
、
「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
」
で
 
 

あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
破
産
財
団
の
負
担
に
帰
属
さ
せ
る
以
上
当
然
の
限
定
で
あ
り
、
そ
の
半
面
そ
の
字
義
 
 

以
上
に
狭
く
す
る
必
要
も
な
い
し
、
立
法
趣
旨
に
そ
っ
て
理
解
す
る
町
に
、
格
別
の
支
障
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
」
′
に
つ
い
て
、
財
団
債
権
は
本
来
破
産
債
権
者
に
共
益
的
費
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
破
産
債
権
 
 

（
2
3
）
 
 

者
の
共
益
的
支
出
に
限
ら
れ
る
と
す
る
学
説
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
「
税
金
の
発
生
原
田
が
破
産
債
権
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
」
か
 
 
 



（
2
4
）
 
否
か
で
、
財
団
管
理
上
の
経
費
と
し
て
破
産
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
か
否
か
を
判
別
し
ょ
う
と
す
る
考
え
が
出
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

そ
う
し
た
考
え
は
、
破
産
法
の
立
法
理
由
と
条
文
の
文
言
と
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
と
と
も
に
、
租
税
の
強
度
の
公
益
性
を
無
視
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
ま
た
、
資
産
を
売
却
し
た
時
に
か
か
る
租
税
と
、
私
法
秩
序
の
維
持
に
あ
て
ら
れ
る
租
税
と
の
間
に
、
そ
こ
ま
で
差
を
つ
け
る
必
 
 

要
が
あ
る
の
か
、
疑
わ
し
い
。
 
 
 

（
2
1
）
 
村
松
圭
「
破
産
法
に
い
う
財
団
債
権
と
さ
れ
る
租
税
の
範
囲
に
つ
い
て
」
税
務
大
学
校
論
叢
一
二
号
一
〇
七
頁
以
下
（
以
下
、
「
村
松
論
文
」
 
 

と
い
う
。
）
、
と
く
に
一
四
三
頁
。
 
 
 

（
讐
 
田
中
二
郎
「
租
税
法
（
新
版
）
」
≡
○
頁
は
、
「
租
税
債
権
の
優
先
性
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
破
産
財
団
に
と
っ
て
、
一
種
の
共
益
 
 

的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
讐
 
田
中
二
郎
・
「
租
税
法
（
新
版
）
」
≡
○
貢
。
は
か
、
矢
野
邦
雄
。
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
（
法
曹
時
報
≡
巻
二
号
八
二
六
頁
以
下
。
）
 
 
 

（
2
4
）
 
中
田
淳
一
・
「
破
産
法
・
和
議
法
」
一
四
〇
貢
。
こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
と
、
財
団
債
権
は
破
産
財
団
に
構
成
す
る
財
産
自
体
に
関
し
て
課
 
 

せ
ら
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
前
掲
飯
倉
評
釈
一
六
四
頁
。
 
 

4
 
人
税
・
物
税
の
区
分
と
財
団
債
権
性
 
 
 

所
得
税
の
財
団
債
権
性
に
対
し
消
極
的
見
解
を
示
し
、
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
も
参
考
に
し
た
も
の
と
し
て
、
昭
和
四
二
亭
十
月
八
 
 

日
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
（
以
下
、
「
昭
和
四
▼
三
年
最
高
裁
判
決
」
と
略
す
る
。
昭
和
三
九
年
芹
ツ
》
第
六
号
、
民
集
二
二
巻
一
〇
 
 

（
2
5
）
 
号
二
〇
九
三
貢
、
訟
務
月
報
一
四
巻
二
号
二
〇
貢
）
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
判
決
は
、
「
破
産
法
四
七
粂
二
号
が
、
国
税
徴
収
法
ま
た
ほ
国
税
徴
収
の
例
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る
請
求
権
で
破
産
 
 

宣
告
後
の
原
因
に
基
づ
く
も
の
の
う
ち
、
『
破
産
財
団
二
閑
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
』
に
限
っ
て
財
団
債
権
と
し
た
趣
旨
は
、
そ
れ
が
破
産
 
 

債
権
者
に
と
っ
て
共
益
的
な
支
出
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
」
と
解
し
た
う
え
、
「
従
っ
て
」
「
『
破
産
財
団
二
閑
シ
テ
生
シ
タ
ル
』
．
請
求
権
と
 
 

一
⊥
ニ
 



一
四
 
 

は
、
破
産
財
団
を
掠
成
す
る
各
個
の
財
産
め
所
有
の
事
実
転
基
づ
い
て
課
せ
ら
れ
∴
あ
る
い
ほ
そ
れ
ら
各
個
の
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
 
 

収
益
そ
の
も
の
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
そ
の
他
破
産
財
団
の
管
理
上
当
然
そ
の
経
費
と
観
め
ら
れ
る
公
取
公
課
の
ご
と
き
を
指
す
」
 
 

と
解
し
た
′
。
そ
し
て
、
「
納
税
者
が
疲
産
宣
告
を
受
け
．
、
、
・
そ
の
総
所
得
金
額
が
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
よ
る
も
の
と
に
基
づ
い
て
算
 
 

定
き
れ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
七
も
」
そ
の
課
税
の
対
象
は
、
そ
れ
ら
と
は
別
個
の
破
産
者
個
人
に
つ
い
て
存
す
る
前
叙
の
総
所
得
金
額
 
 

と
い
シ
抽
象
的
な
金
額
」
定
す
ぎ
ず
、
所
得
税
ほ
破
産
財
団
に
関
し
て
生
じ
た
請
求
権
と
は
認
め
が
た
い
と
判
示
し
て
い
る
。
 
（
 

2
6
）
 
 
 

こ
の
判
決
は
、
物
的
税
（
物
税
）
に
限
ケ
、
財
団
債
権
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
従
っ
た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
「
人
税
」
 
「
物
税
」
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
根
拠
に
乏
し
く
、
し
か
も
概
念
的
に
不
明
確
で
役
立
ち
そ
う
も
な
い
と
 
 

（
2
7
）
（
讐
 
の
財
政
学
著
の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
分
類
は
人
に
よ
っ
て
異
う
、
主
要
税
目
で
あ
る
所
得
税
・
法
人
税
に
つ
い
て
さ
え
 
 

（
甜
）
 
意
見
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
物
的
税
と
言
わ
れ
る
固
定
資
産
税
転
つ
い
て
ほ
「
当
然
の
応
益
負
担
と
さ
れ
る
べ
き
性
質
 
 

の
も
の
で
あ
り
↓
ま
さ
に
破
産
財
団
の
存
立
に
伴
い
破
産
債
権
者
が
共
同
し
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
分
に
よ
っ
て
判
定
す
 
 

る
ま
で
も
な
い
と
患
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
前
述
し
た
如
く
立
法
者
は
「
人
的
租
税
」
も
し
く
は
「
人
税
」
あ
る
い
は
「
物
的
税
」
も
し
く
は
「
物
税
」
で
も
っ
て
破
 
 

産
財
訂
に
関
し
て
生
じ
る
税
目
を
特
定
し
ょ
う
と
す
る
意
図
に
は
な
い
。
料
産
財
団
が
当
然
負
担
す
べ
き
か
否
か
で
判
断
す
れ
ば
足
り
、
 
 

立
法
者
が
意
図
し
て
い
な
い
区
分
に
影
響
さ
れ
る
わ
け
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

「
人
税
」
「
物
税
」
の
区
分
は
、
ド
イ
ツ
破
産
法
の
五
八
条
二
号
を
紹
介
す
る
際
、
破
産
法
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
尾
を
 
 

引
い
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
意
味
の
な
い
区
分
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
あ
る
租
税
が
財
団
債
権
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
「
破
産
財
団
 
 

わ
管
理
、
換
価
及
び
配
当
に
関
す
る
費
用
」
の
解
釈
に
俵
存
す
る
の
で
あ
っ
．
て
、
物
税
又
は
人
税
の
性
質
論
と
は
関
係
が
な
い
の
で
あ
 
 
 



（
3
0
）
 
る
。
 
 
 

な
お
、
現
在
で
ほ
、
所
得
税
法
上
、
〓
疋
の
事
情
の
下
で
の
破
雇
手
続
等
強
制
手
続
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
等
を
非
課
税
と
 
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
所
得
税
法
九
条
一
項
一
〇
号
）
。
こ
の
た
め
、
所
得
税
と
破
産
の
関
係
に
つ
い
て
は
議
論
の
実
益
が
な
く
な
 
 

っ
た
が
、
昭
和
四
≡
年
長
高
裁
判
決
は
、
昭
和
六
二
年
長
高
裁
判
決
の
重
要
な
舞
例
と
な
っ
て
お
り
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

∴
空
木
件
の
評
釈
と
し
て
、
奥
野
邦
雄
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
（
法
曹
時
報
二
義
二
号
八
二
六
貢
）
の
は
か
、
霜
島
甲
丁
法
学
協
会
雑
誌
八
 
 

六
巻
一
二
号
一
二
七
頁
、
清
永
敬
次
・
シ
ュ
▲
1
ィ
ェ
ル
八
四
号
哀
（
↑
級
審
判
決
に
対
し
周
＝
宣
言
責
、
同
三
言
四
頁
）
、
遍
松
守
雄
 
 
 

・
倒
産
判
例
官
選
二
〇
〇
貢
、
村
井
正
・
民
商
法
雑
聾
ハ
一
巻
四
竺
六
二
頁
、
青
山
善
充
・
税
経
通
信
三
三
巻
一
四
号
「
税
務
重
要
判
例
紹
介
 
 

特
集
号
」
二
八
貢
以
下
。
 
 
 

（
讐
 
植
松
守
雄
「
財
団
債
権
と
さ
れ
る
租
税
の
範
囲
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
号
「
倒
産
判
例
百
選
」
二
〇
〇
頁
。
 

（
㌘
 
武
田
隆
夫
‖
遠
藤
湘
書
‖
大
内
力
「
再
訂
近
代
財
政
の
理
論
－
そ
の
批
判
的
解
明
」
一
六
二
貢
。
 
 
 

（
讐
山
内
八
郎
「
破
産
法
上
の
租
税
請
求
権
等
の
取
扱
い
」
判
例
タ
イ
意
空
四
号
〓
二
≡
頁
観
通
、
及
び
四
官
章
夫
・
民
商
法
雑
誌
九
八
巻
一
 
 

号
一
三
六
貢
。
（
以
下
「
四
官
評
釈
」
と
略
）
 
 
 

（
空
 
前
掲
四
官
評
釈
〓
二
六
貢
、
村
松
論
文
一
四
四
貢
。
 
 
 

（
3
0
）
な
お
、
当
時
、
欧
米
で
は
1
国
際
課
税
に
関
す
る
モ
デ
ル
条
紆
作
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
ド
イ
ツ
の
学
者
が
重
要
な
役
割
を
果
 
 

し
て
い
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
が
連
邦
国
家
と
し
て
そ
の
間
の
主
権
の
衝
突
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
破
産
の
問
題
が
重
要
と
な
り
 
 

債
権
者
間
で
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
権
利
の
衝
突
の
調
整
と
い
う
点
で
共
通
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
 
 

こ
う
し
た
議
論
が
、
破
産
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
人
税
・
物
税
の
区
分
が
議
論
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 



一
事
菓
の
概
要
 
 

1
 
訴
訟
提
起
ま
で
 
 

訴
外
A
会
社
は
、
昭
和
四
九
年
破
産
宣
告
を
受
け
、
Ⅹ
が
管
財
人
と
な
っ
た
。
A
会
社
は
、
清
算
事
業
年
度
（
昭
和
五
四
年
九
月
盲
 
 

か
ら
昭
和
五
五
年
八
月
三
言
ま
で
）
中
に
、
そ
の
所
有
土
地
の
処
分
に
よ
る
譲
渡
益
、
預
金
利
息
、
違
約
金
等
の
収
入
が
あ
っ
た
の
 
 

で
、
右
清
算
事
業
年
度
の
予
納
法
人
税
、
予
納
事
業
税
、
法
人
府
民
税
・
法
人
市
民
税
を
申
告
し
美
。
国
（
℃
が
、
享
納
法
人
税
を
更
 
 

V
相
沢
 
正
し
、
過
少
申
告
加
算
税
を
賦
課
決
定
し
た
の
で
、
製
京
都
府
）
・
翫
（
京
都
市
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
租
税
に
つ
き
更
正
を
行
い
、
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
租
税
債
権
が
破
産
法
四
七
条
二
項
但
書
所
定
の
財
団
債
権
に
該
当
す
る
と
し
て
、
Ⅹ
に
交
付
要
求
を
行
っ
た
。
 
 

管
財
人
は
や
京
の
交
付
要
求
の
取
消
し
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
裁
判
所
ほ
、
交
付
要
求
ほ
行
政
事
件
訴
訟
法
三
条
二
項
に
 
 

い
う
「
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ⅹ
は
、
 
（
 

3
2
）
 
 

三
者
の
租
税
債
権
が
財
団
債
権
に
該
当
し
な
い
旨
、
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
碇
起
し
た
。
 
 
 

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
事
業
税
・
住
民
税
に
お
い
て
ほ
必
要
最
少
限
の
範
囲
で
言
及
す
る
。
 
 

2
 
京
都
地
裁
昭
五
八
年
七
月
一
五
日
判
決
 
 

（
3
3
）
（
3
4
）
 
 
 

京
都
地
裁
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
請
求
を
全
面
的
に
棄
却
し
た
。
 
 

〔
理
 
由
〕
 
 
 

四
 
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
 
 



〓
 
「
破
産
財
団
二
閑
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
は
、
破
産
財
団
管
理
の
う
え
で
当
然
支
出
を
要
す
る
経
費
に
属
し
、
破
産
債
権
者
が
 
 
 

共
益
的
な
支
出
上
し
て
共
同
負
担
す
べ
き
も
の
を
い
う
か
ら
、
「
破
産
財
団
を
構
成
す
る
各
個
の
財
産
の
所
有
の
事
実
に
基
づ
い
て
 
 
 

課
せ
ら
れ
、
あ
る
い
ほ
そ
れ
ら
各
個
の
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
収
益
そ
の
も
の
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
そ
の
他
破
産
財
団
の
 
 
 

管
理
上
当
然
そ
の
経
費
と
認
め
ら
れ
る
公
租
公
課
の
ご
と
き
を
指
す
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
」
 
（
最
判
昭
和
四
三
年
一
〇
 
 
 

月
八
日
民
集
二
二
巻
一
〇
号
二
〇
九
三
貢
）
 
 

∽
 
予
納
法
人
税
は
、
破
産
法
人
と
い
え
ど
も
所
得
が
あ
る
以
上
、
破
産
終
結
ま
で
各
清
算
事
業
年
度
ご
と
に
当
然
に
納
付
し
な
け
れ
 
 
 

ば
な
ら
な
い
租
税
で
あ
ぺ
か
つ
、
右
予
納
法
人
税
の
基
礎
と
な
っ
た
所
得
ほ
、
す
べ
て
破
産
財
団
に
帰
属
し
、
他
に
予
納
法
人
税
 
 
 

の
基
礎
と
な
っ
た
所
得
ほ
、
す
べ
て
破
産
財
団
に
帰
属
し
、
他
に
予
納
法
人
税
を
支
出
す
る
破
産
法
人
の
自
由
財
産
と
い
う
も
の
は
 
 
 

な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
予
納
法
人
税
の
支
出
は
、
破
産
手
続
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
支
出
、
す
な
わ
ち
、
破
産
債
権
者
に
 
 
 

と
っ
て
共
益
的
な
支
出
と
し
て
、
前
述
し
た
破
産
財
団
の
管
理
上
当
然
そ
の
経
費
と
認
め
ら
れ
る
公
租
公
課
に
あ
た
る
。
 
 

用
 
法
人
破
産
の
場
合
に
は
、
法
人
は
破
産
に
よ
っ
て
解
散
し
、
そ
の
後
は
、
破
産
の
目
的
範
囲
内
で
だ
け
で
そ
の
存
続
が
法
律
上
許
 
 
 

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
破
産
法
人
の
自
由
財
産
と
い
う
も
の
が
生
じ
る
余
地
は
全
く
な
い
。
こ
の
点
で
、
個
人
破
産
の
場
 
 
 

合
と
異
な
る
。
 
 
 

破
産
者
の
自
由
財
産
が
あ
る
こ
と
を
前
捷
と
し
て
、
総
合
課
税
方
式
を
理
由
に
破
産
宣
告
後
の
原
因
に
基
づ
く
所
得
税
の
財
団
債
 
 
 

権
性
を
否
定
し
た
前
記
判
例
は
、
被
産
法
人
の
法
人
税
の
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
。
 
 

囲
 
予
納
法
人
税
中
租
税
特
別
措
置
法
六
三
条
の
い
わ
ゆ
る
土
地
重
課
に
該
当
す
る
部
分
は
、
（
中
略
）
破
産
財
団
を
構
成
す
る
各
個
 
 
 

の
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
収
益
そ
の
も
の
に
対
し
て
課
さ
れ
る
租
税
で
あ
う
、
こ
の
売
却
過
程
で
生
じ
た
違
約
金
等
の
収
入
や
利
 
 

一
七
 
 
 



一
八
 
 

息
金
収
入
も
、
右
に
準
ず
る
収
益
で
あ
っ
て
、
結
局
こ
れ
ら
に
対
す
る
課
税
は
、
破
産
財
団
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
に
あ
た
る
。
な
 
 
 

串
、
土
地
重
課
制
度
の
適
用
を
、
∴
破
産
法
人
の
場
合
に
限
っ
て
制
限
す
る
規
定
法
上
の
根
拠
は
な
い
。
 
 
 

、
3
 
大
阪
高
裁
昭
和
五
九
年
九
旦
一
七
日
判
決
 
 
 

大
阪
高
裁
ほ
、
京
都
地
裁
判
決
（
第
一
審
）
の
判
示
を
引
用
し
て
、
破
産
宣
告
後
の
原
因
に
基
づ
く
破
産
法
人
の
所
得
に
係
る
予
納
法
 
 

（
3
5
）
 
 

人
親
等
が
、
破
産
法
四
七
号
二
号
た
だ
し
書
に
い
う
財
団
債
権
に
当
た
る
と
の
判
断
を
、
維
持
し
た
（
昭
和
五
八
《
行
コ
》
三
七
号
）
。
 
 

4
 
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
 

昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
は
．
い
原
判
決
を
破
棄
し
‥
、
～
破
産
手
続
中
に
生
じ
た
予
納
法
人
税
の
う
ち
、
S
一
般
部
分
は
財
団
債
権
に
当
た
 
 

ら
ず
、
伺
土
地
重
課
部
分
は
財
団
債
権
に
当
た
る
が
、
当
該
土
地
が
別
除
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
除
権
に
対
す
る
優
先
弁
 
 

済
部
分
を
控
除
し
た
金
額
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
る
土
地
重
課
税
部
分
の
み
が
財
団
債
権
に
当
た
る
と
し
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
こ
れ
 
 

は
、
ま
さ
に
一
．
つ
の
判
例
立
法
で
あ
る
。
 

判
決
理
塵
ほ
次
の
と
お
り
で
毯
る
。
 

〔
理
 
由
〕
 

S
 
t
清
算
所
得
笹
対
す
る
法
人
税
は
、
破
産
手
続
終
了
後
の
残
余
財
産
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
税
の
予
納
と
い
う
こ
と
は
、
破
産
債
 
 
 

権
者
の
共
同
の
満
▲
足
に
充
て
る
た
め
独
立
の
管
理
機
構
の
も
と
に
統
合
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
破
産
者
の
総
財
産
た
る
破
産
財
団
と
は
直
接
 
 
 

関
係
の
な
い
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
破
産
法
人
が
強
制
和
議
、
同
意
廃
止
な
ど
に
よ
り
継
続
し
た
場
合
に
ほ
、
当
該
法
人
は
、
清
算
期
 
 
 

間
中
に
生
じ
た
各
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
を
納
付
す
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
の
課
税
関
係
も
破
産
の
目
的
の
範
 
 
 

囲
内
に
お
い
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
破
産
財
団
と
ほ
係
わ
り
の
な
い
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
予
納
 
 
 



法
人
税
の
債
権
は
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
益
的
な
支
也
と
し
て
共
同
負
埴
す
る
の
が
相
当
な
破
産
財
団
管
理
上
の
経
費
と
ほ
ぃ
え
 
 

ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
破
産
法
四
七
条
二
号
但
書
に
い
う
「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
の
 
 

が
相
当
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
土
地
重
課
税
は
、
土
地
等
句
譲
渡
等
に
係
る
譲
渡
利
益
金
額
の
合
計
額
を
分
離
し
こ
れ
を
課
税
の
対
象
と
し
、
本
来
の
法
人
税
 
 

額
が
存
し
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
草
た
、
予
納
法
人
税
の
土
地
重
課
税
部
分
は
、
清
算
中
の
各
事
業
年
度
 
 

の
土
地
等
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
利
益
金
額
を
基
礎
と
し
七
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の
予
納
と
し
て
扱
 
 

わ
れ
る
も
の
の
、
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の
額
が
土
地
重
課
税
の
額
を
加
算
し
た
金
額
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
原
則
と
し
て
納
 
 

め
切
り
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
、
つ
て
∵
破
産
財
団
に
属
す
る
土
地
等
が
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
譲
渡
利
益
金
額
が
実
質
的
に
破
産
財
 
 

団
に
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
右
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
土
地
重
課
税
及
び
予
納
法
人
税
の
土
地
重
課
部
分
は
、
破
産
財
団
を
構
成
す
る
 
 

財
産
か
ら
収
益
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
と
し
て
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
益
的
な
支
出
と
し
て
共
同
負
担
す
る
の
が
相
当
な
破
 
 

産
財
団
管
理
上
の
経
費
に
属
し
、
「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
キ
ノ
」
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
破
産
財
団
に
属
す
る
土
地
等
が
別
除
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
…
…
 別
除
権
の
目
的
た
る
土
地
等
は
、
形
 
 

式
的
に
は
破
産
財
団
に
属
す
る
も
の
の
へ
破
産
債
権
者
の
共
同
体
満
足
の
引
当
と
な
る
の
は
別
除
権
行
使
後
の
余
剰
部
分
の
み
で
あ
 
 

り
、
実
質
的
に
ほ
、
右
余
剰
部
分
の
・
み
が
、
破
産
財
団
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
く
別
除
権
の
目
的
た
る
土
地
等
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
利
益
 
 

金
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
額
か
ら
譲
渡
に
際
し
支
出
さ
れ
た
譲
渡
経
費
（
換
価
費
用
）
の
額
及
び
 
 

別
途
権
老
に
対
す
る
優
先
弁
済
額
を
控
除
し
た
残
額
が
、
そ
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
利
益
金
額
以
上
で
あ
る
と
き
ほ
、
そ
の
譲
渡
利
益
金
 
 

額
ほ
実
質
的
に
全
部
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
右
残
額
が
右
譲
渡
利
益
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
譲
渡
利
 
 

一
九
 
 
 



二
〇
 
 

益
金
額
の
中
の
そ
の
満
た
な
い
金
額
に
相
当
す
る
部
分
は
別
除
権
老
に
対
す
る
優
先
弁
済
に
充
て
ら
れ
、
実
質
的
に
は
そ
の
余
の
部
分
 
 
 

の
み
が
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
重
課
税
の
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
等
の
中
に
別
除
権
の
 
 
 

目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
等
が
含
ま
れ
、
か
つ
、
そ
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
利
益
金
額
の
中
に
別
除
権
老
に
対
す
る
優
先
弁
済
部
分
が
存
 
 
 

す
る
と
き
は
、
土
地
重
課
税
又
は
予
納
法
人
税
の
土
地
重
課
部
分
の
う
ち
、
右
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
利
益
金
額
の
合
計
 
 
 

額
か
ら
右
優
先
弁
済
部
分
を
接
険
し
た
金
額
（
譲
渡
利
益
金
額
の
合
計
額
の
中
の
実
質
的
に
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
部
分
）
を
基
礎
に
 
 
 

計
算
さ
れ
る
土
地
重
課
税
の
額
に
相
当
す
る
部
分
の
み
が
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
益
的
な
支
出
と
し
て
共
同
負
担
す
る
の
が
相
当
 
 
 

な
破
産
財
団
管
理
上
の
経
費
と
し
て
「
破
産
財
団
二
関
シ
生
シ
タ
ル
キ
ノ
」
に
当
た
り
、
そ
の
余
の
部
分
は
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
と
 
 
 

い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 

5
 
大
阪
高
裁
判
決
 
 
 

差
し
戻
七
を
受
け
た
大
阪
高
裁
は
、
隠
和
六
三
年
四
月
二
八
日
〔
昭
和
六
二
年
芹
コ
》
二
七
号
〕
に
判
決
を
下
し
、
こ
の
事
案
ほ
終
 
 

（
3
6
）
 
結
し
た
。
同
判
決
ほ
、
受
取
利
息
は
一
般
部
分
に
属
し
、
こ
れ
に
対
す
る
所
得
税
は
財
団
債
権
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
 
 

（
3
1
）
 
昭
和
五
六
年
二
月
二
七
日
に
更
正
が
行
な
わ
れ
た
後
、
昭
和
五
九
年
一
二
月
一
四
日
に
再
更
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
讐
 
こ
の
段
階
で
は
、
中
京
税
務
署
長
せ
被
告
と
す
る
訴
訟
と
、
京
都
府
中
京
税
務
事
務
所
長
を
被
告
と
す
る
訴
訟
か
ら
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
 
 

れ
ぞ
れ
の
判
決
年
月
日
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
棄
却
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
判
例
時
報
一
〇
九
四
号
一
七
〇
頁
所
収
の
木
村
弘
之
亮
評
釈
は
、
両
訴
訟
の
一
審
二
一
審
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
の
ひ
ろ
 
 

ば
三
六
巻
三
号
七
五
貢
所
収
の
一
志
泰
滋
評
釈
は
、
中
京
税
務
署
長
を
相
手
と
す
る
訴
訟
の
箪
一
審
判
決
を
対
象
と
す
る
。
 
 

S
 
中
京
税
務
署
長
を
被
告
と
す
る
も
の
 
 

京
都
地
裁
 
昭
和
五
六
年
内
行
り
》
 
〓
一
号
、
相
和
五
七
年
四
月
一
六
日
判
決
。
訟
務
月
報
二
八
巻
二
号
ニ
ー
九
三
貢
、
行
集
三
三
巻
四
 
 
 



号
八
一
七
貢
、
判
例
時
報
一
〇
六
二
号
二
四
貢
。
 
 

大
阪
高
裁
 
昭
和
五
七
年
宥
コ
》
四
四
号
、
昭
和
五
七
年
一
〇
月
二
九
日
判
決
。
行
集
≡
ニ
巻
一
〇
号
≡
二
九
貢
、
判
例
時
報
一
〇
七
 
 

九
号
三
八
貢
。
 
 

最
高
裁
第
一
小
法
廷
 
昭
和
五
八
年
宥
ツ
》
第
一
〇
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
判
決
。
訟
務
月
報
三
〇
巻
八
号
一
四
九
五
貢
。
 
 
 

0
0
 
京
都
府
中
京
府
税
事
務
所
長
を
被
告
と
す
る
も
の
。
 
 

京
都
地
裁
 

大
阪
高
裁
 
昭
和
五
七
年
内
行
コ
》
四
五
号
、
昭
和
五
七
年
九
月
三
〇
日
判
決
。
判
例
時
報
一
〇
七
九
号
三
六
貢
。
 
 

最
高
裁
第
一
小
法
廷
 
昭
和
五
七
年
内
行
ツ
》
一
七
七
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
判
決
。
 
 

（
3
3
）
 
昭
和
五
八
宥
り
》
八
号
、
行
集
三
四
巻
七
号
一
一
七
六
貢
。
判
例
時
報
一
〇
九
二
号
四
美
文
、
訟
務
月
報
三
〇
羞
二
号
完
三
文
、
判
例
タ
 
 
 

イ
ム
ズ
五
〇
二
号
二
一
九
貢
。
 
 

（
3
4
）
 
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
田
辺
安
夫
・
税
務
弘
報
≡
二
巻
二
号
一
四
四
貢
、
飯
倉
評
釈
一
六
二
貢
、
山
本
弘
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
〇
号
一
三
〇
 
 
 

貢
。
（
以
下
「
山
本
評
釈
」
と
略
）
 
 

（
空
 
行
集
三
五
巻
九
号
一
四
一
八
貢
。
判
例
時
報
一
〓
二
七
号
四
二
貢
。
訟
務
月
報
三
一
巻
五
号
一
二
二
七
頁
。
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
四
一
号
一
九
五
 
 

貢
。
 
 

（
3
6
）
 
こ
の
判
決
の
被
告
は
、
中
京
税
務
署
長
（
Y
l
）
と
中
京
府
税
事
務
所
長
（
翫
）
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
こ
の
事
実
に
お
い
て
、
結
局
財
団
債
権
と
認
め
ら
れ
た
地
方
税
は
、
府
民
税
・
市
民
税
の
均
等
割
部
分
お
よ
び
法
人
税
債
権
の
財
団
債
 
 
 

権
部
分
に
対
応
す
る
分
で
あ
っ
て
、
事
業
税
ほ
財
団
債
権
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 

ま
た
、
こ
の
判
決
は
、
受
取
利
息
に
対
す
る
「
所
得
税
は
、
法
人
税
法
一
〇
二
条
一
項
に
よ
り
、
同
法
六
八
粂
の
規
定
に
ょ
っ
て
控
除
す
る
の
 
 
 

が
最
も
論
理
的
で
あ
り
、
ま
た
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
益
的
な
支
出
と
し
て
共
同
負
担
す
べ
き
破
産
財
団
管
理
上
の
経
費
と
い
う
こ
と
も
で
 
 
 

き
る
か
ら
」
財
団
債
権
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
。
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
に
従
う
限
り
結
論
は
妥
当
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
ま
た
書
の
部
分
 
 
 

は
不
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
財
田
債
権
と
し
な
い
こ
と
が
論
理
的
に
弱
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 

l
〓
 
 
 



二
二
 
 
 

⇔
 
研
 
 
究
 
 

1
 
予
納
法
人
税
の
財
団
債
権
性
 
 
 

昭
和
六
二
年
長
高
裁
判
決
は
、
一
・
二
審
判
決
と
は
反
対
に
、
法
の
趣
旨
を
、
破
産
債
権
者
の
共
益
的
支
出
に
限
っ
て
財
団
債
権
と
す
 
 

る
も
の
と
し
、
破
産
法
人
に
対
す
る
租
税
が
財
団
債
権
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
当
該
租
税
が
「
総
破
産
債
権
者
の
共
同
の
利
 
 

益
」
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
も
の
か
否
か
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

し
か
し
、
本
件
破
産
法
人
の
予
納
法
人
税
の
基
礎
と
な
っ
た
所
得
は
、
破
産
法
人
所
有
土
地
の
処
分
に
よ
る
譲
渡
益
、
預
金
利
息
、
違
 
 

約
金
等
の
収
入
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
所
得
は
、
税
金
の
発
生
原
因
が
 
 

破
産
債
権
者
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
支
出
は
、
ま
さ
に
共
益
的
な
支
出
と
言
え
る
の
で
ほ
な
 
 

（
3
7
）
 
 

か
ろ
う
か
 

ま
た
、
予
納
法
人
税
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
．
清
算
法
人
が
清
算
結
了
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
納
付
さ
れ
た
予
納
法
 
 

人
税
は
、
清
算
所
得
の
予
納
と
し
て
処
理
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
事
業
継
続
等
の
場
合
の
通
常
の
法
人
税
の
予
納
と
し
て
処
理
さ
 
 

れ
る
の
で
あ
り
、
破
産
法
人
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
ら
ば
、
通
常
の
法
人
税
の
公
益
性
・
共
益
性
を
最
高
裁
も
認
め
て
い
る
こ
▲
と
、
及
び
立
法
者
の
意
図
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
破
 
 

産
法
人
の
予
納
法
人
税
の
公
益
性
・
共
益
性
は
、
十
分
認
め
ら
れ
る
余
地
は
、
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

（
3
7
）
 
前
掲
飯
倉
評
釈
 

2
 
「
破
産
財
団
に
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
」
の
意
味
 
 
 

本
判
決
は
、
昭
和
四
三
年
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
、
破
産
財
団
に
「
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
請
求
権
と
は
、
破
産
財
団
を
構
成
す
る
財
産
の
 
 
 



所
有
、
換
価
の
事
実
に
基
づ
い
て
課
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
右
財
産
か
ら
生
ず
る
収
益
そ
の
も
の
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
そ
の
他
破
産
 
 

財
団
の
管
理
上
当
然
そ
の
経
費
と
詠
め
ら
れ
る
公
敵
公
課
の
ご
と
き
」
も
の
と
、
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
一
方
で
、
（
 
「
税
の
予
納
と
い
う
こ
と
ほ
∵
破
産
債
権
者
の
共
同
の
満
足
に
充
て
る
た
め
独
立
の
管
理
機
構
の
も
と
に
統
 
 

合
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
破
産
者
の
総
財
産
た
る
破
産
財
団
と
は
直
接
関
係
の
な
い
事
柄
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
予
納
法
人
税
の
土
地
 
 

重
課
税
部
分
は
、
‥
…
：
原
則
と
し
て
納
め
切
り
に
な
る
も
の
で
∵
・
…
疲
産
財
団
を
構
成
す
る
財
産
か
ら
の
収
益
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
 
 

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
本
判
決
は
、
「
破
産
財
団
と
の
直
接
関
連
性
」
を
基
準
に
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
立
法
者
 
 

の
意
図
は
、
そ
う
し
た
も
の
を
要
求
し
て
は
お
ら
ず
、
．
条
文
か
ら
も
直
接
的
に
は
結
び
つ
く
も
の
は
な
い
。
立
法
者
は
、
一
般
的
に
租
税
 
 

債
権
の
財
団
債
権
性
を
認
め
、
財
団
に
閑
傭
な
い
租
税
を
除
外
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
、
刑
法
の
因
果
関
係
の
範
囲
に
あ
 
 

れ
ば
足
る
と
、
解
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

（
3
8
）
 
水
野
息
恒
・
ジ
ュ
（
リ
ス
ト
九
〇
四
号
一
二
四
貢
以
下
、
と
く
に
一
二
六
貫
。
 
 

3
 
土
地
重
課
税
分
の
財
団
債
権
性
 
 
 

本
判
決
は
、
．
土
地
重
課
税
部
分
に
つ
い
て
、
財
団
債
権
性
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
当
然
で
あ
る
。
 
 
 

い
わ
ゆ
る
土
地
重
課
税
（
租
税
特
別
措
置
法
六
三
条
）
は
、
土
地
の
投
機
的
取
引
を
抑
制
す
る
た
め
、
法
人
が
昭
和
四
四
年
一
月
一
日
 
 

以
降
取
得
し
た
土
地
を
譲
渡
し
た
場
合
、
そ
の
譲
渡
利
益
金
額
に
対
t
て
、
そ
の
二
〇
％
が
一
律
に
本
来
の
法
人
税
に
加
算
し
て
課
税
さ
 
 

れ
る
も
の
で
、
高
度
の
公
益
性
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
投
機
的
取
引
を
抑
制
す
る
と
い
う
政
策
目
的
を
直
視
す
る
限
り
、
誰
に
そ
の
利
益
が
帰
属
す
る
か
、
残
余
財
産
が
あ
る
 
 

二
三
 
 
 

租
税
」
と
し
て
い
る
。
 
 

（
3
8
）
 
 



二
四
 
 

か
、
本
来
の
法
人
税
額
が
存
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
の
投
機
は
抑
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
要
件
に
該
当
す
る
土
地
の
 
 

売
却
を
投
機
と
み
な
す
以
上
、
売
却
の
動
機
（
た
と
え
ば
、
本
件
事
案
の
よ
う
な
債
務
の
弁
済
に
あ
て
る
と
い
う
目
的
）
如
何
に
よ
っ
て
、
 
 

（
3
9
）
 
 

（
4
0
）
 
 

投
機
性
が
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
無
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
実
務
上
判
断
は
極
め
て
洛
意
的
な
も
の
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
ほ
、
土
地
重
課
税
部
分
に
つ
い
て
の
財
団
債
権
性
に
対
し
て
、
条
件
を
附
し
て
い
る
。
す
な
わ
 
 

ち
、
昭
和
六
二
年
長
高
裁
判
決
は
、
「
土
地
重
課
税
の
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
等
の
中
に
別
除
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
等
が
含
 
 

ま
れ
、
か
つ
、
そ
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
利
益
金
額
の
中
に
別
除
権
老
に
対
す
る
優
先
弁
済
部
分
が
存
す
る
と
き
は
、
土
地
重
課
税
又
は
予
 
 

納
法
人
税
の
土
地
重
課
部
分
の
う
ち
、
右
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
譲
渡
利
益
金
額
の
合
計
額
か
ら
右
弁
済
部
分
を
睦
 
 

（
4
1
）
 
除
し
た
金
額
：
：
：
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
る
土
地
重
課
税
の
額
に
相
当
す
る
部
分
」
が
、
財
団
債
権
と
な
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
除
 
 

権
の
効
力
を
強
め
、
租
税
債
権
の
優
先
性
を
弱
め
る
こ
と
に
連
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

け
れ
ど
も
、
別
除
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
財
産
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
破
産
財
団
を
構
成
す
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
と
に
わ
か
れ
 
 

（
4
2
）
 
 

る
わ
け
で
ほ
な
く
、
結
局
、
財
団
債
権
及
び
破
産
債
権
が
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
財
団
の
価
値
が
減
少
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
予
納
法
 
 

人
税
と
し
て
の
土
地
重
課
税
の
内
に
、
財
団
債
権
で
な
い
も
の
を
含
め
、
破
産
債
権
を
弁
済
す
る
ま
で
放
置
し
て
よ
い
と
す
る
こ
と
ほ
、
 
 

（
4
3
）
 
却
っ
て
予
納
法
人
税
の
制
度
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
別
除
権
者
に
譲
渡
の
利
益
が
支
払
わ
れ
た
と
し
て
も
、
別
除
権
者
の
 
 

（
掴
）
 
 

債
権
は
支
払
わ
れ
た
限
度
で
消
滅
し
、
財
団
と
し
て
も
弁
済
を
免
れ
る
と
い
う
利
益
を
受
け
て
い
る
と
、
解
し
た
方
が
素
直
で
あ
り
、
す
 
 

べ
て
財
団
債
権
で
あ
る
と
、
解
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
、
思
わ
れ
る
。
 
 

（
空
 
谷
口
安
平
「
破
産
管
財
人
に
よ
る
財
団
の
換
価
と
課
税
」
法
学
論
叢
〓
六
巻
一
～
六
号
、
二
五
八
頁
以
下
（
以
下
、
谷
口
論
文
」
と
略
）
と
 
 

く
に
二
六
九
貢
以
下
。
 
 
 



（
4
0
）
 
前
掲
山
本
評
釈
〓
二
二
貢
。
 
 
 

（
霊
 
山
内
八
郎
「
破
産
法
上
の
租
税
請
求
権
等
の
取
扱
い
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
一
四
号
l
二
八
頁
以
下
（
以
下
、
山
内
論
文
」
と
略
）
と
く
に
〓
ニ
 
 

ー
貢
。
こ
の
考
え
方
が
、
昭
和
六
二
年
長
高
裁
判
決
に
示
唆
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
4
2
）
 
前
掲
水
野
評
釈
一
二
六
頁
。
 
 
 

（
4
3
）
 
杉
本
正
樹
・
税
務
弘
報
三
五
巻
一
三
号
二
七
五
頁
。
（
以
下
「
杉
本
評
釈
」
と
略
）
と
く
に
二
七
九
～
二
八
〇
貢
は
、
こ
の
結
果
生
じ
る
実
務
 
 

上
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か
に
本
判
決
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
税
金
逃
れ
を
促
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
、
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
4
4
）
 
前
掲
杉
本
評
釈
二
八
〇
貢
。
 
 

4
 
財
団
債
権
に
当
た
ら
な
い
租
税
債
権
の
地
位
 
 
 

財
団
債
権
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
租
税
債
権
を
ど
う
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
 
 

（
4
5
）
 
 

産
法
四
六
条
四
号
に
規
定
す
る
罰
金
等
に
準
じ
劣
後
的
破
産
債
権
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
公
平
の
見
地
か
ら
、
少
く
と
も
一
般
の
破
産
債
権
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
4
6
）
 
 
 

な
ぜ
な
ら
ば
、
租
税
債
権
は
、
優
先
性
が
あ
る
債
権
の
中
か
ら
、
高
度
の
公
益
性
・
共
益
性
か
ら
優
先
性
が
認
め
ら
れ
、
財
団
債
権
と
 
 

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
予
納
法
人
税
も
、
・
高
度
の
公
益
性
・
共
益
性
を
保
持
し
て
い
る
。
 
 
 

破
産
法
四
六
条
の
各
号
を
み
て
も
、
劣
後
的
破
産
債
権
は
、
手
続
開
始
後
の
利
息
、
無
利
息
の
確
定
期
限
付
債
権
の
期
限
ま
で
の
中
間
 
 

利
息
、
手
続
開
始
後
の
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
附
随
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
 
 

し
て
、
予
納
法
人
税
は
、
よ
り
本
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
過
料
に
準
じ
さ
せ
る
の
は
、
公
益
性
を
無
視
す
る
に
等
し
い
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
こ
の
劣
後
的
破
産
債
権
は
、
昭
和
二
七
年
の
破
産
法
改
正
前
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
破
産
債
権
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
 
 

（
斬
）
 
 

の
で
あ
り
、
租
税
債
権
を
劣
後
的
破
産
債
権
と
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
意
図
に
反
す
る
と
し
か
、
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

二
五
 
 
 



二
六
 
 
 

（
4
5
）
 
前
掲
谷
口
論
文
二
八
一
．
貢
の
注
1
1
。
 
 
 

（
4
6
）
 
斎
藤
秀
夫
・
鈴
木
潔
・
麻
上
正
信
編
「
注
解
破
産
法
」
 
三
一
六
貢
。
 
 
 

（
4
7
）
 
前
掲
「
注
解
破
産
法
」
一
五
〇
貢
。
 
 

5
、
予
納
法
人
税
の
申
告
義
務
 
 
 

清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
は
、
一
般
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
を
す
べ
て
完
了
し
、
残
余
財
産
の
分
配
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
 
 

段
階
で
始
め
て
現
実
化
す
る
。
し
か
し
、
清
算
手
続
が
長
年
月
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
の
を
念
頭
に
置
き
、
徴
税
の
確
実
を
期
す
る
た
 
 

め
、
法
ほ
、
各
事
業
年
度
で
の
予
納
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
も
し
、
残
余
財
産
の
確
定
ま
で
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
も
の
と
す
る
と
、
 
 

（
4
8
）
 
課
税
を
引
延
ば
す
た
め
故
意
正
晴
算
を
遅
ら
せ
、
そ
の
間
に
隠
匿
工
作
を
す
る
可
能
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
隠
匿
工
作
を
し
た
例
も
見
聞
 
 

し
て
い
る
。
 
 

（
4
9
）
 
 
学
説
の
中
に
ほ
、
そ
も
そ
も
破
産
法
人
に
は
予
納
法
人
税
の
納
付
義
務
は
存
し
な
い
と
か
、
残
余
財
産
を
生
ず
る
例
外
的
な
場
合
を
除
 
（
駒
）
 
 

き
納
付
義
務
は
存
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
主
張
を
す
る
訴
訟
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
 
 

（
5
1
）
 
 

和
六
二
年
最
高
裁
判
決
は
、
そ
う
し
た
見
解
を
採
用
せ
ず
、
納
付
義
務
が
あ
る
も
の
と
し
た
。
当
然
で
あ
る
。
 
 

考
え
る
に
、
予
納
法
人
税
が
合
理
的
で
あ
り
、
申
告
義
務
が
制
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
申
告
し
納
税
す
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
手
 
 

続
の
途
中
で
、
事
情
が
好
転
し
た
、
り
、
財
産
が
高
価
に
売
却
で
き
る
可
能
性
は
、
従
前
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
地
価
高
 
 

（
5
2
）
 
騰
前
は
少
な
く
、
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
租
税
当
局
が
非
財
団
債
権
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
脚
し
て
い
た
も
の
で
ほ
な
い
。
も
 
 

し
、
保
全
し
て
お
か
ね
ば
、
破
産
者
側
が
財
産
を
隠
匿
さ
せ
る
こ
、
之
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
の
が
す
こ
と
が
公
 
 

平
に
合
致
す
る
も
の
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 
 



と
こ
ろ
で
、
「
清
算
」
と
い
う
用
語
は
、
広
義
と
狭
義
の
二
通
り
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
広
義
に
使
わ
れ
る
場
合
は
、
法
人
解
散
 
 

後
に
な
さ
れ
る
既
存
の
港
律
関
係
の
整
理
、
残
余
財
産
の
処
理
の
た
め
の
手
続
一
般
を
楷
し
、
狭
義
の
「
清
算
」
は
、
清
算
人
の
手
続
に
 
 

よ
っ
て
行
わ
れ
る
手
続
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
狭
義
の
「
清
算
」
の
場
合
に
は
、
必
ら
ず
「
合
併
及
び
破
産
の
場
合
を
除
く
」
 
 

旨
明
記
さ
れ
て
い
る
（
民
法
七
四
条
、
商
法
一
二
〇
条
、
商
法
四
一
七
条
一
項
）
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
商
法
一
二
〇
粂
が
合
併
及
び
破
 
 

産
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
を
定
め
る
に
つ
き
、
商
法
〓
六
条
の
適
用
を
排
除
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

法
人
税
法
上
、
清
算
所
得
に
関
す
る
諸
規
定
に
お
い
て
「
清
算
」
の
用
語
を
使
鳳
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
合
併
及
び
破
産
を
除
く
 
 

旨
の
定
め
は
全
く
存
在
し
な
い
。
右
諸
規
定
中
称
別
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
解
散
事
由
は
合
併
の
み
で
、
そ
れ
も
清
算
所
得
の
計
算
方
法
等
 
 

に
つ
き
他
の
事
由
に
よ
る
解
散
砂
場
合
と
別
の
定
め
を
な
し
て
い
る
と
い
う
の
に
す
ぎ
ず
、
清
算
所
得
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
、
全
面
 
 

的
に
排
除
し
て
い
な
い
の
セ
あ
り
、
・
法
人
税
法
に
お
け
る
「
清
算
」
の
概
念
が
広
義
の
「
清
算
」
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
破
産
宣
告
は
、
破
産
宣
告
時
の
破
産
原
因
の
存
在
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
破
産
手
続
過
程
の
中
で
破
 
 

産
原
因
が
消
滅
す
る
場
合
は
当
然
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
と
、
法
人
税
法
が
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の
予
納
制
度
を
設
け
て
い
る
理
 
 

由
と
を
照
合
す
る
と
、
破
産
法
人
に
つ
い
て
も
清
算
所
得
忙
対
す
る
法
人
税
の
予
納
義
務
が
ぁ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
予
 
 

納
法
人
税
に
係
る
申
告
義
務
の
履
行
の
事
務
を
担
当
す
べ
き
も
の
は
、
破
産
管
財
人
以
外
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
ほ
法
人
税
に
は
自
由
財
産
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
自
由
財
産
が
あ
り
う
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
 
 

た
し
か
に
、
在
外
財
産
と
か
差
押
禁
止
財
産
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、
法
人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
は
か
ぁ
 
 

り
が
な
く
、
事
実
上
追
及
の
手
が
及
ば
な
い
に
す
ぎ
な
い
。
や
は
り
、
法
人
に
は
自
由
財
産
が
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
予
納
法
人
税
の
基
礎
と
な
っ
た
所
得
は
全
て
破
産
財
団
に
帰
属
し
て
い
る
が
、
破
産
法
人
に
自
由
財
産
が
な
い
以
上
、
 
 

二
七
 
 
 

（
5
3
）
 
 



日
 
金
社
更
生
法
二
六
九
条
三
項
と
の
関
係
 
 
 

予
納
法
人
税
に
関
し
て
、
会
社
更
生
法
二
六
九
条
三
項
が
、
資
産
再
評
価
に
よ
る
評
価
益
の
損
金
算
入
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
引
用
 
 

（
弱
）
 
 

し
、
破
産
手
続
の
本
質
に
照
ら
し
、
同
様
の
手
続
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
同
条
は
評
価
益
の
欠
損
金
へ
の
算
入
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
計
算
上
損
益
が
相
殺
さ
れ
る
結
果
、
更
生
法
人
の
営
業
所
 
 

得
は
そ
の
ま
ま
法
人
税
の
課
税
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、
共
益
債
権
と
し
て
優
先
的
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
 
 

条
で
は
、
法
人
税
が
発
生
し
、
し
か
も
共
益
債
権
と
な
る
の
で
あ
り
、
却
っ
て
、
予
納
法
人
税
の
財
団
債
権
性
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
 
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

伺
 
実
質
主
義
 
 
 

税
法
上
、
実
質
主
義
は
重
要
な
原
理
で
あ
り
、
実
質
的
に
所
得
な
い
し
也
税
力
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
、
予
納
と
い
え
ど
も
 
 
 

二
八
 
 

予
納
法
人
税
ほ
破
産
財
団
が
支
出
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
支
出
は
、
そ
の
発
生
原
因
で
あ
る
所
得
が
破
産
債
権
者
の
配
当
資
 
 

金
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
破
産
債
権
者
に
と
っ
て
共
益
的
な
支
出
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
解
す
る
。
 
 
 

（    （   ′′■、＼  （    （    （  

53 52 5150 49 48   
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6
 

市
丸
書
左
衛
門
・
米
山
釣
一
「
新
訂
法
人
税
法
の
理
論
と
実
務
」
九
七
二
頁
（
昭
五
こ
。
 
 

水
野
武
夫
「
破
産
手
続
に
お
け
る
法
人
税
の
取
扱
い
」
税
法
学
四
一
二
号
一
六
貢
。
以
下
「
水
野
論
文
」
と
い
う
。
と
く
に
、
一
八
貢
以
下
。
 
 

前
掲
谷
口
論
文
の
二
六
三
貢
～
二
七
四
頁
。
 
 

判
例
タ
イ
ム
ズ
六
三
九
号
一
〇
九
真
及
び
判
例
時
報
一
二
三
六
号
四
五
貢
の
各
々
の
コ
メ
ン
ト
。
 
 

前
掲
四
官
評
釈
一
四
二
貢
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
 
 

た
と
え
ば
、
前
掲
水
野
論
文
二
六
貢
以
下
。
 
 

そ
の
他
 
 



五
 
国
税
徴
収
法
と
強
制
執
行
法
と
の
相
互
接
近
 
 

租
税
は
、
経
済
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
直
ち
に
反
映
す
る
た
め
、
経
済
や
社
会
情
勢
の
変
化
お
よ
び
私
債
権
の
確
保
の
動
向
に
対
し
、
 
 

国
税
当
局
は
、
迅
速
敏
感
に
対
応
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
租
税
債
権
の
確
保
の
衝
に
当
た
る
第
一
線
の
税
務
職
員
は
、
切
実
な
体
験
を
す
 
 

る
と
と
も
に
、
執
行
の
効
率
化
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
現
行
の
国
税
徴
収
法
で
あ
り
、
強
制
執
行
法
に
接
近
し
た
進
歩
的
な
 
 

強
制
執
行
手
続
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
強
制
執
行
法
規
の
側
で
は
、
会
社
更
生
法
を
除
き
、
経
済
や
社
会
の
変
化
に
あ
ま
り
対
応
で
き
ず
、
改
正
も
あ
ま
り
な
 
 

二
九
 
 
 

（
5
5
）
 
 

課
税
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
実
質
主
義
の
原
則
は
、
課
税
要
件
事
実
の
認
定
に
づ
い
て
妥
当
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
解
釈
の
原
理
と
し
て
は
 
 

（
5
6
）
 
 

成
り
立
た
な
い
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
実
質
主
義
を
却
っ
て
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
5
7
）
 
 
 

ま
た
、
清
算
期
間
中
の
一
時
点
に
お
い
て
、
現
行
法
上
、
課
税
所
得
が
発
生
し
た
と
、
み
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
は
売
 
 

却
代
金
が
あ
り
、
原
価
を
控
除
し
て
も
残
余
が
存
す
る
以
上
、
実
質
的
に
も
所
得
が
あ
る
と
認
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、
実
質
 
 

主
義
の
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
あ
る
。
 
 

／（ヽ ／’‾ヽ ／‾ヽ ′′■■ヽ  
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前
掲
谷
口
論
文
二
六
三
貢
。
 
 

前
掲
谷
口
論
文
二
六
五
貢
。
 
 

金
子
宏
「
租
税
法
」
 
（
第
l
版
）
一
〇
一
貫
。
 
 

前
掲
田
辺
評
釈
一
五
〇
貢
。
 
 



三
〇
 
 

（
5
8
）
 
 

さ
れ
て
い
な
い
沌
そ
れ
に
む
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
、
町
訂
税
徴
収
法
が
私
債
檜
に
近
ず
く
べ
し
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
1
あ
ま
り
に
も
一
方
 
 

的
な
見
解
せ
あ
り
、
由
税
当
厨
側
の
事
情
や
努
力
に
対
し
、
一
層
の
理
解
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
租
税
法
律
主
義
の
も
と
 
 

で
＼
厳
格
な
解
釈
と
執
行
を
行
っ
て
き
て
い
る
租
税
当
局
に
対
し
、
さ
条
文
町
文
言
か
ら
取
れ
て
私
債
権
に
近
ず
く
べ
し
と
の
主
張
は
、
首
 
 

優
 

尾
二
軍
し
な
い
要
求
で
あ
る
用
 
 

＼
・
′
 

現
行
の
国
税
徴
収
法
の
滞
納
処
分
 

（
5
9
）
 
 

あ
る
べ
塗
姿
を
凝
弄
し
た
」
九
三
丁
年
民
事
儲
恩
港
草
案
や
下
で
の
満
潮
執
行
手
続
と
の
間
に
不
思
議
な
顆
似
性
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
 
 

草
案
は
、
そ
の
ま
計
で
は
実
施
さ
れ
て
は
な
い
い
が
、
ナ
チ
ス
の
下
で
一
部
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
民
事
訴
訟
法
草
案
 
 

に
つ
小
て
研
究
を
す
す
め
れ
ば
、
国
税
徴
収
手
続
と
民
事
執
行
手
続
と
の
接
点
を
、
探
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
讐
 
私
儀
債
優
に
つ
い
て
譲
渉
を
求
め
る
見
解
．
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
前
掲
山
内
論
文
三
元
真
の
注
9
参
照
。
 
 
 

（
5
9
）
 
三
ケ
月
論
文
二
〇
七
貢
。
 
 
 

（
ニ
九
八
八
・
一
〉
〇
二
三
一
）
 
 
 

（
補
訂
）
一
九
入
九
∴
土
二
ん
∵
 
 

前
述
の
昭
和
六
三
年
四
月
二
八
〉
日
 

二
郎
教
疫
の
評
釈
が
近
く
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 
 
 

〔
参
考
〕
主
要
な
基
本
文
献
 
 
 

M
 
佐
上
武
弘
「
租
税
先
権
の
沿
革
と
外
国
制
度
」
法
律
時
報
二
九
巻
九
号
四
三
貢
。
 
 
 

囲
▼
 
山
田
二
郎
「
租
税
債
権
の
倒
産
法
上
の
取
扱
い
」
新
実
務
民
事
訴
訟
講
座
〓
二
巻
二
六
五
貢
。
 
 
 



（8）（7）（6）（5）（4）  

書
国
二
郎
H
荒
井
勇
‖
志
場
善
徳
郎
共
編
「
国
税
徴
収
法
精
解
」
 
 

谷
口
安
平
「
破
産
管
財
人
に
よ
る
財
団
の
換
価
と
課
税
」
法
学
論
叢
第
二
六
巻
丁
六
号
二
五
八
貢
。
 
 

山
内
八
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「
破
産
法
上
の
租
彗
宗
権
等
の
取
扱
い
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
空
四
号
一
二
八
貢
。
 
 

水
野
武
夫
「
破
産
手
続
に
お
け
る
法
人
税
の
取
扱
い
」
税
法
学
四
一
二
号
一
六
貢
。
 
 

村
松
圭
「
破
産
法
に
い
う
財
団
債
権
と
さ
れ
る
租
税
の
範
囲
に
つ
い
て
」
税
務
大
学
校
論
叢
一
二
号
一
〇
七
貢
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